
世界に広がる、環境貢献度の高い製品

樹脂コーティング軸受のグローバル生産
特 集
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大豊グループの主力製品であるエンジン用軸受。その
中において市場から注目を浴び、売上を拡大している

「樹脂コーティング軸受」。
従来品に比べ低摩擦性、静粛性に優れ、搭載される自動
車の燃費改善に貢献する製品です。
当社にとって、初となる「樹脂コーティング軸受の海外
現地生産」に取り組むプロジェクトが発足。携わった担
当者に話を聞いてみました。

2001年に量産を開始した樹脂コーティング
軸受。
アルミまたは銅の軸受面に樹脂と固体潤滑剤
を配合して塗布した軸受で、低摩擦性や静粛
性に優れる。自動車の燃費改善に寄与し、高い
評価を頂いています。

1996年工場新設、 主に北米に拠点を
置く日系および北米自動車メーカー向
けの軸受を生産する

プロジェクト発足の狙い

この経験の活かし方

このプロジェクトの目的を教えてください。
「すべり軸受Ｎｏ.1」を目指し、軸受事業の拡大に向け
てグローバル生産に取り組んでいます。

「北米顧客からの新規受注」と「北米拠点（以下 ＴＣＡ)
の経営基盤強化」を狙い、海外拠点初の樹脂コーティ
ング軸受の現地生産を、2015年6月をターゲットに
進めています。

生産ラインの立ち上げにはどんな点を重視しましたか？
樹脂コーティング軸受ラインの海外設置は私の所属
する第1生産技術部にとっても初の試みでした。現地
のインフラに関する条件を幅広くチェックし、日本と
異なる点を設備仕様に漏れなく反映しました。
また、製法のシンプル化など改良も加えました。

　 ＴＣＡにとっても初めて取り扱う製品ですので、ＴＣＡ
から3名が来日し、同製品を生産する大豊岐阜（株）
において研修を実施しました。
第1生産技術部の指導の下、樹脂コーティング軸受の
製造全般に関わる知識を習得しました。

今後、量産に向けての準備に入っていきます。生産準
備で得た経験、生じた課題等を、今後予定されている
ライン増設に活かし、より標準化されたライン作りを
目指します。

　 付加価値の高い樹脂コーティング軸受の拡大に向
け、他地域においても事業展開を考えています。
今回は手探りで進めてきた部分もあり、立ち上げに多
くの工数がかかってしまいました。
次の地域における生産準備では、今回の知見を活か
した迅速な立ち上げが実現できると思います。
更なる樹脂コーティング軸受の拡大に寄与したい
です。

現地生産を実現するための役割

初の現地生産における企画のポイントは？
現地の法令に適合した生産の実現です。
原材料の輸入及び使用の許認可申請、作業環境やインフ
ラの条件設定など現地法令への適合に苦労しました。法
規適合はTCA及び関係部署のご協力があってできました。

　材料設計において苦労した点はどんなことですか？
「コーティング材料の性能確保」が私の役割です。
現地調達材が性能に与える影響について検証しトラ
イを重ねました。
一方でお客様への供給リスクを回避するため、国内か
らのバックアップを想定し、同様の輸送条件を設定し
原材料の空輸トライも行いました。

　材料の現地調達に際し、意識したことはなんですか？
現地において、「適正な性能を確保する原材料調達」と、

「ＱＣＤを考慮し安定調達を実現できる仕入先選定」です。
ＴＣＡと連携し現地におけるサプライチェーンの構築
を行いました。
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このプロジェク
トにより、TCA
で樹脂コーティ
ング軸受の現地
生 産 が はじま
り、「燃費改善に
貢献」する製品
のグローバルな
拡大が期待され
ます。

この製品の拡
販により、売上
は 6 億 円まで
拡大、更なる成
長を計 画して
います。

企業成長 社会貢献 の両立と

インタビュー インタビュー

大豊工業㈱

日本の伝統技術「紙抄き」から培った製品

樹脂ギヤで未来をつかむ
特 集
2 日本ガスケット㈱

大豊工業のグループ会社として、ガスケット製品を開
発・生産する日本ガスケット㈱。時代の流れで途絶えた
コア技術に着目し、現在のニーズに合わせた製品を開
発。開発から生産までの担当者に話を聞いてみました。

製品開発の経緯

量産化までの足取り

樹脂製品をめぐる今後の取り組み

今回開発した製品とはどのようなものですか？
直列４気筒エンジンの振動を打ち消すバランスシャ
フトのギヤに、当社の製品が採用されています。
この製品は樹脂でできていますが、母材を当社のコ
ア技術である「抄造技術」を用いているのが特徴です。

　なぜ「抄造技術」を用いた製品を開発したのですか？
「抄造技術」はもともと当社の主力製品であるガス
ケットに用いられていた素材の技術でしたが、時代
の流れから別素材が使用され始め、社内的には一度
途絶えたものでした。
しかし、抄造によって得られる高強度、軽量といった
特徴を活かすための製品企画を進めました。当初は
社内の反対もありましたが、根気よくお客様のニー
ズを調べたからこそ、今の姿があると思います。

量産化するにあたり苦労したことは？
ガスケット製品とは全く異なる生産設備が必要とな
るため、設備の使い方や加工原理など、基本的なこと
から勉強しました。
また、めずらしい樹脂製品ゆえに成形条件に関する
一般化された知見が少ないなど、ゼロからのスタート
で、苦難の連続でした。
試作品を作りはじめた時期は、試行錯誤を繰り返して
いました。

2012年に量産を開始した樹脂ギヤ。抄造に
よって作られた樹脂シートを型に入れて成形
し、加工している。
従来の鉄製に比べ、軽量かつ静粛性に優れて
いることが特徴。

開発段階から参画して、量産化までのスピードを上げ
ることを考えています。製品が増えれば生産時の管
理も重要であると考えています。

　 抄造樹脂製品では、お客様の仕様に合わせた自由な
樹脂配合ができるなど柔軟な提案がし易いのが強み
です。
当社の第2の事業の柱にしたいと考えています。

　 自動車部品以外の展開も試みています。
製品の特長を活かして、当社が大きく成長できる分
野を見つけることが先決かと考えています。
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左から営業部：平田　生産技術部：武田　開発センター：後藤

インタビュアー：制作事務局

製品化で苦労した点は？
バランスシャフトのギヤという点で、ギヤに関する知
識を得ることからはじめました。規格、図面や仕様な
ど基本的な内容について、社内知見が無かったため
苦労をしました。開発が進むと、今度は抄造材料の条
件、規格や評価方法など生産段
階の内容について、学ぶことが
多くなりました。

樹脂ギヤの
生産フロー

抄造製品の７つの特徴

１．高強度　２．高耐熱　３．高断熱　４．軽量
５．低騒音　６.摩擦・摺動　７．絶縁・導電

企業成長技術力で を促す
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抜き残り
※抄造とは
　“紙抄き”の技術です

※
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2014年度以降、製品ラインナップを
増やし、事業規模の拡大を進めます
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